
Ⅰ．背景
国内では、阪神大震災以降、大規模災害の備えが強ま
り行政機関や医療機関などで災害訓練が頻回に実施され
るようになった。さらに、平成23年の未曾有の災害で
あった東日本大震災における看護職の活動は、いち早く
被災者の救援、救済の実践活動と迅速な処置・ケア、長
期的なメンタルサポートが求められ、看護学生も同様の
支援活動に積極的に参加していた。看護教育では、災害
看護学の枠にとらわれることなく学生自身が災害訓練に
積極的に協力・連携・支援するための知識・技術・態度
の育成は急務であると考える。
看護教育では、災害看護の重要性が叫ばれ2009年度
より看護基礎教育課程に導入された災害看護教育（災害

直後から支援できる看護基礎的知識について理解する）
は、看護教育の中でも歴史が浅い領域である。今後の災
害看護教育は、学生が「理解する」だけでなく「実践で
きる」ように教育することが社会的に期待されているこ
とは明白である。そのための教育としてシミュレーショ
ンや体験学習を効果的に取り入れ、学生にとって学習成
果を発揮できる教育が必要である。
北村ら 1）は、総合防災訓練への参加は学生の防災・減

災意識を高め、組織的な救護・医療活動を知る貴重な機
会となり、多くの気づきと学びを得ることができると述
べている。また、中信ら 2）は、トリアージ訓練に参加し
た看護学生は、その体験から、傷病者への気づかいの重
要性、全身観察することの重要性、トリアージ実施者と
しての態度、傷病者の気持ちの理解を学び、学習の高ま
りや意欲へと展開したと報告している。これらの報告か
ら災害訓練を体験することの重要性が理解される。
災害看護学の講座では知識の学習は計画的に実施でき
るが、体験演習のチャンスを得ることは容易ではない。
また災害支援などのボランティア活動に参加する学生も
限られているのが現状である。学生の防災・災害訓練な
どでの疑似体験は、災害看護学の講義だけでは不十分で
あり、今回の疑似体験は実践教育を学ぶ良い機会であった。
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【原著】

本研究は、国民保護法に基づくテロ災害訓練に負傷者として参加した看護学生が擬似体験からどのような
学びを得ているかを明らかにし、今後、より効果的な地域の災害訓練の継続参加の意義を検討するものである。
災害訓練での模擬負傷者体験からの学びとして、看護学生が被災者の心情を考え、自己を生活者の視点に
置き換えて、災害に備えた対応や行動の予測を思考することができた。また、災害訓練への参加により医療
従事者や救助者の役割や活動の内容を具体的に理解することができた。医療従事者としての自覚を高める機
会として、地域の災害訓練の継続参加は学生にとって意義があると考えられる。
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め記名式とする旨を伝え質問紙調査を行った。ま
た、回収に関して1週間の期限を設けた。

　　 　質問内容は、災害に対する日常の危機管理と災
害訓練に参加することにより何を学び取ったかを
明確にするため、【避難先場所を認識している】【平
時の家族との災害時の連絡方法の話し合いの有
無】【体験を通じて、災害時の様子の理解】【災害
時の対処法についての学び】の4項目について質
問紙調査を実施した。評価設定は「はい」、「いい
え」の2段階評価、及び全項目に対しその理由を
任意記載とした。

　　 　さらに、【体験から学んだこと・感想を具体的
に教えてください】【災害時に、看護学生として
何ができると考えますか】の2項目を設定し任意
記載とした。

3 .分析方法
　　 　質問紙から【体験から学んだこと・感想を具体
的に教えてください】【災害時に、看護学生とし
て何ができると考えますか】の2項目の任意記載
から抽出した文書データを意味の分かる文節ごと
に分けてコード化し、コードを内容の共通性・類
似性のあるものをサブカテゴリー化した。さらに、
抽象度をあげてカテゴリー化した 3）。なお、質問
紙データは個人ごとに ID化し個人を特定できな
いよう配慮し、カテゴリーの分類はKJ法の訓練
を受けた教員の指導の下に、当日参加の実習担当
教員3名で討議を重ね、合意形成を行い帰納的に
分析した。

4．倫理的配慮
　　 　対象となる学生に対し、口頭・書面で研究の目
的・意義を説明し協力を求めた。その際に質問紙
への参加の自由性、匿名と守秘の保障、研究への
参加が学業成績に影響を及ぼさないことを説明し
た。その後、学生自身が個人の判断のもと書面に
て参加決定を行った。研究計画書及び主旨を富山
福祉短期大学倫理委員会にて研究の承認を受けた。

Ⅳ．結果
1．災害時におけるイメージと準備（図1）
質問紙からの学生の回答については以下の結果が得ら
れた。
設問A.の【避難先場所を認識している】については、

「はい」の回答は24名（36.9%）、「いいえ」の回答は40
名（61.5%）であり、「いいえ」の回答が24.6ポイント高
かった。
設問B.の【平時の家族との災害時の連絡方法の話し合

富山福祉短期大学では看護学生に対して県から平成24
年度の災害訓練に参加協力を要請された経緯がある。訓
練は、内閣官房、消防庁、富山県、射水市が実施主体と
し、これまでに経験したことがない国レベルの大規模な
災害訓練に参加することは学生・教員初めての体験と
なった。

Ⅱ．研究目的
本研究は国民保護法に基づくテロ災害訓練に負傷者と
して参加した看護学生が擬似体験からどのような学びを
得ているかを明らかにし、地域の災害訓練の意義や体験
からの学びを検討することである。

Ⅲ．研究方法
1 .方法
⑴　対象
　　 　富山福祉短期大学看護学科（3年課程）の2年生

82名のうち、研究参加に同意が得られた65名
（平均22.5±4.2歳）。被災者役65名の内、重傷者
役9名、中傷者役5名、軽症者役2名、外傷なし
役49名であった。

⑵　訓練の概要
　　 　国民保護法及び国民保護計画に基づき、内閣官
房、消防庁、富山県、射水市が実施主体となり平
成24年11月12日に富山県国民保護共同実動訓
練が行われた。訓練は大規模テロの発生を想定し
て、初動対応や被災者の救出、医療救護・負傷者
搬送、避難誘導・避難所運営等の役割に分担され、
県知事の参加のもと関係機関約300名参加、住民
参加200名のもと実施された。訓練の想定は、「港
にテログループによる爆破事案が発生し、多数の
死傷者が発生」であった。訓練に先立ち1週間前
に2時間の訓練内容と、模擬患者役の設定の詳細
な情報（呼吸、循環、意識、傷、一次トリアージ、
初期状況等）を得て、演技のガイドを参考に行動
を想定した。模擬患者の具体的な設定は、腹部に
損傷、大腿部より出血、頭部出血、顔面出血など
の負傷者を設定した。また、目に見える外傷はな
いが、泣いている、うめいている、静かにしてい
る、正常に会話可能な負傷者も設定された。当日
は負傷状況に応じて専門家による特殊メイクを受
け準備した。

2 .データ収集の手続
　　 　学生の疑似負傷者体験の終了後当日に、参加者

全員に質問紙を配布した。質問用紙への記載は成
績評価に影響を及ぼさないが、記載漏れ予防のた
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　 3．災害時において看護学生のできる行動（図2）
【災害時に、看護学生として何ができると考えますか】
の任意記載の結果、精神的援助行動が30名（46%）、応
急処置（心臓マッサージ、気道確保）が20名（31％）、
避難誘導が7名（11％）、バイタルチェックが6名（9％）、
トリアージが2名（3％）であった。

Ⅴ．考察
1．災害時におけるイメージと準備
長家 4）は災害看護を念頭に置いた日常からの準備の一

方法として、災害図上訓練 :Disaster Imagination Game
を 実 施 し て い る。 こ の 災 害 図 上 訓 練 :Disaster 
Imagination Gameを行なうために、長家はDVDを作成
したが、その理由として、講義だけでは災害時の自助・
共助を学生にイメージさせ難いことがある。教室での学
習時においては、適宜に、簡便に、利用できる補助教材
が必要であり、DVDを作成することで、学習効果を高
め、知識の習得に役立つことができる、と述べている。
また、横田 5）は、学生は災害看護宿泊演習（2日間）を
体験することで救護班としての報告、連絡、チームワー
クの重要性を理解し、シミュレーションによる学習の効
果を指摘した。また、グループワークや演習（救急処置，
避難所生活の模擬援助，トリアージ演習等）を通じての、
学生自身の体験による気付きが教育効果につながってい
ることも示唆した。さらに災害看護教育の継続的な取り
組みにより、山田 6）は3月11日の震災時、卒業生や近所
に住む学生たちが学校へ駆け付けた行動は災害看護教育
の成果と考えた。また、帰宅困難者として学校にとど
まった学生たちは実習室の宿泊準備などボランティアと
して教員に協力した、とも述べている。さらに、震災の
日は、3年間の訓練を通して、学生たちに身についてい
ることが確認できた日でもあり、学生の育成に繋がった
と述べている。

いの有無】に関しては、「はい」と答えた学生は8名
（12.3％）、「いいえ」と答えた学生56名（86.2％）であり、
「いいえ」の回答が73.9ポイント高かった。
設問C.の【体験を通じて、災害時の様子の理解】につ
いては、「はい理解できた」の回答は64名（98.5％）、「い
いえ」は、1名（1.5%）であり、「理解できた」の回答が
97ポイント高かった。
設問D.の【災害時の対処法についての学び】について

は、「はい理解できた」の回答は61名（93.8％）、「いいえ」
3名（4.6%）であり、「理解できた」の回答が89.2ポイ
ント高かった。

2．災害訓練模擬負傷者体験からの学び（表1）
質問紙の【体験から学んだこと・感想を具体的に教え
てください】の任意記載の文脈から119のデータが抽出
された。
これを分析した結果、4つのカテゴリーとサブカテゴ
リー数11、コード数32、が抽出された。
以下、カテゴリーを〈〉、サブカテゴリーを《》、コー

ドを（）で示し、数字は文書データの数を表現する。
① 〈被災者の感情の揺れ動き〉では35のコードデータ
（全体コードの29％）
② 〈体験からわかる自己行動の予測〉では22のコード
データ（全体コードの18％）

③ 〈災害時の医療者の具体的活動のイメージ化〉では48
のコードデータ（全体コードの40％）
④ 〈医療を目指す者としての自覚〉では14のコードデー
タ（全体コードの12％）
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図1．災害時におけるイメージと準備

図2．災害時において看護学生のできる行動
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表1．災害訓練模擬負傷者体験からの学び
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要性を再認識したと考えられる。そして、看護師になっ
た場合の災害時の自己の役割について考える機会を得る
ことができたと推測できる。

4つのカテゴリー分類の一つである〈災害時の医療者
の具体的活動のイメージ化〉では、関連した48のコー
ドデータ（全体コードの40％）が抽出され最も多く占め
ていた。学生は災害医療の基本的な看護講義を受けては
いるが、具体的な活動のイメージは学内講義だけでは不
十分であり、模擬体験を通じて改めて災害時の悲惨な状
況や救助を待つ時間の長さなどを体験できた。《災害医
療の役割：コードデータ18》では、救助に携わる職種の
役割や災害時の救助活動の具体性を学んでいることなど
が明らかとなった。《災害時のトリアージの意義：コー
ドデータ19》では学内講義をふまえ、迅速な対応の必要
性、トリアージを行う際の判断力の大切さ、優先順位に
応じた対応の重要性を学生は理解していた。しかし、人
命救助を優先することは理解できたが、トリアージが黒
である乳児を抱えた学生は誰からも見放されたという体
験をした。中信ら 3）によればトリアージ訓練では、トリ
アージ実施者としての役割を担うのみではなく、傷病者
役を担うことで、多面的な視点から物事を捉えることが
でき、救護者として求められている意義や行動を学ぶこ
とができると述べている。このことから、富山福祉短期
大学の学生も過去に受けたトリアージ講義の内容につい
て、災害訓練を通して理解を深めたと考えられ、トリ
アージの実施者と救護者の両者を体験する意義は災害看
護を学ぶ意味で、教育上重要なことであると考えられる。
《災害医療の連携：コードデータ11》では、医師、看護師、
救急隊、消防隊、自衛隊等、多職種間の協力、連携、チー
ム編成のあり方の重要性を学んでいた。〈医療を目指す
者としての自覚〉では14のコードデータ（全体コードの
12％）を占めていた。多職種が関わる救護・避難誘導
や搬送から、実際の活動を見ることで《医療を目指す者
として貴重な体験ができたことの喜び：コードデータ
10》を感じ取っていた。また《命を守ることができる存
在としての自覚：コードデータ4》では、人命救助の意
識だけに留まらず、実践できる技術の習得が重要である
ことを体験した。
看護学生にとっての学びの機会は、災害看護学の授業
に限定する必要はないと考える。なぜなら新見ら 9）も、
非日常で頻繁に行うことが難しい防災訓練の体験は、断
片的な事項だけで災害看護を一面的にとらえることがな
いように、様々な見方に触れさせながら参加者の経験を
共有させ、以後の学習と成長につながるように手だてを
講じる必要があると述べている。「黒のトリアージ」は
死亡、または、生命徴候がなく救命の見込みがないもの
と定義されている。今回の「子どもを亡くした若い夫婦」
の疑似体験をした学生は、「黒のトリアージ」判定の意

今回の災害訓練に模擬負傷者役として参加した看護学
生の調査における「体験を通じて、災害時の様子の理解」、
「災害時の対処法についての学び」の質問から、看護学
生はそれぞれの役割や活動の内容を、被災者、生活者、
医療従事者の視点に立ち災害時の心情や対応について深
く学ぶことができた。しかし準備については、「避難先
場所を認識していない」と回答したのは全体の61.6%、
「平時の家族との災害時の連絡方法の話し合いをしてい
ない」と回答したのは86.2％と全く準備していないこと
がわかった。災害時における具体的なイメージや対処方
法に関して、模擬体験を実施する事は学内講義や実習な
どの基礎教育にプラスして有益であったと考えられる。
しかし、日頃の防災準備を示す質問においては、「有」
と答えた数値が低い。これは、平時の防災への意識の低
さを示した。大規模災害に関する行政の国民調査 7）では
大多数の人が災害や防災に関心を持っているが、災害に
対する備えについては多くの人が備えを怠っている。
Chu8）によれば、人間の心理から、災害に対する意識や
意志があっても行動をとらなくする場当たり的な心理要
因によって行動をとることが阻害される。この行動受容
は災害の無い安全な状況が続くことで強くなり、人々が
災害に対する準備行動をとることを遠ざけてしまうと述
べている。このことからも著者は国民保護法等に基づく
大規模な訓練に限らず、地域での参加型防災訓練、メ
ディアによる災害報道伝達など継続的に学生が関わりを
もつことで災害に対する意識を高めることが効果的と考
える。

2．災害訓練模擬負傷者体験からの学び
表1の分類から、被災者の感情の揺れ動きでは、当初
負傷者が救助されるまでの不安や恐怖の体験感情が目
立っていた。しかし学生らは、災害時の遺族や被災者の
立場に身を置き、負傷者、遺族の心情になり代わり体験
ができた。そして被災者への対応の違いによって、さま
ざまな感情の揺らぎを理解することができた。さらに、
負傷者が安堵できる関わり方として、医療従事者は救助
者に対してより多くの言葉かけや寄り添いが安心感を与
えたことも体験した。北村 2）らの研究でも同様に、救護
者の優しい声かけや気遣いは負傷者の励みになり、反対
に負傷者の心理を無視した態度や言動は不安を増強させ
たと報告している。それゆえ、不安や恐怖の体験感情を
語り合うことで学生は被災者の感情の揺れ動きを理解す
ることができたと推測できる。
体験からわかる自己行動の予測では二次災害の理解と
して、多くの場合パニック状態や視聴覚障害などの強い
ストレスからくる二次災害が発生することを体験した。
このことは、学生が自己の行動分析だけに留まらず、災
害を想定した活動・災害訓練や災害に対する心構えの重
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味が必ずしも「黒＝治療中止」ではなく、最終的に「医
師の診断」が必要であることを学習した。
災害訓練模擬負傷者体験により、学生は支援活動に参
加し、それぞれの役割や活動の内容を充分に理解し、被
災者、生活者、医療従事者の3つの視点に立ち災害時の
心情の気づきや対応について学んでいることが明らかと
なった。
災害に遭遇したときに「看護学生ができること」につ
いては、医療技術援助の行動よりも精神的な援助行動が
上まわった結果となった。災害看護を学ぶ点において、
看護支援活動の実際では、災害時に必要な看護技術とし
てトリアージ、搬送、心肺蘇生法、応急処置などを具体
的に実践でできる機会と考えられる。学生は、災害時の
心のケアは長期的に必要となることを充分に推定してい
た。
災害訓練の疑似体験の意義という本研究の調査結果に
より、看護技術や知識があっても実践経験がないことか
ら、自分にできることは声かけ、傾聴・共感、などの心
のケアと考える学生が多かった。先行研究で示された福
嶋ら 10）の報告では、トリアージや救命処置をより身近
に感じられるような学生教育の教材や方法が必要である
と述べている。また、成瀬ら 11）の報告では負傷役の重
症度による学生の感情は、軽症役より重症・中等症役を
体験した学生の方が内面の奥深い感情やイメージに有意
さがあると述べている。畑 12）の報告では、重傷者役の
学生は他の役割を演じた学生と異なり、参加意欲につい
てネガティブな回答をしていると述べている。本研究で
も同様な結果が裏付けられたが、災害看護に携わる人材
による教育や実際の災害訓練などを介した積極的な教育
が不十分であり、先行研究をふまえて参加型教育につい
て研究する必要があると考えられる。今後は、参加型教
育プロトコールなどを作成し、実践に活用できるプログ
ラムの実施を行いたいと考える。

Ⅵ．結語
看護学生の模擬負傷者体験から、被災者の心情を考え
る機会、災害時の対応や行動の予測の思考、さらに医療
従事者や救助者の役割や活動の内容を具体的に理解する
ことができたと思われる。
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